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研究成果の概要（和文）： 
 本課題では、小中学校のゴール型、ネット型、ベースボール型の授業で期待できるゲームパ
フォーマンスのスタンダードの開発に取り組んだ。その際、個人に期待する達成率を 70%に設
定した。総じて、ゲーム中の試行数や成功数を増やすことを意図した修正されたゲームを活用
することや単元時数確保の必要性が示唆された。また、個々のゲームパフォーマンスに応じて
期待するパフォーマンススタンダードを設定する必要性も示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 In this study, it was aimed to develop performance standards for game performance in 
invasion games, net/wall games and striking/fielding games. Expected performance 
standard was set 70%.Generally to say, it was suggested to modify games to increase trial 
numbers and successful numbers in game and to keep enough time for game units. Also 
expected performance standards should be set based on each game performance. 
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１． 研究開始当初の背景 
体育の授業において学習成果を確かに保証
していくことは、国際的な課題となっている。その
ためアメリカやドイツにおいては、ナショナルスタ
ンダードづくりが積極的に試みられている
(Aschebrock,2004;Kurz,2008; 
NASPE,1992,1995,2004)。この流れの中で
2008 年に告示された我が国の新学習指導要
領ではボール運動系の教科内容が、小学校、
中学校を通して、従来の種目別の提示から期
待する学習成果別の記述に変更された。その
結果、どの段階で、何を、どの程度学習成果
として保証するのか、その成果検証が求めら
れる段階を迎えている。 
しかし、児童、生徒の知識や状況判断能力を
評価していくためには、信頼できる評価法の開
発が必要になる。この点に関しては,ゲームパフ
ォーマンスの評価法
(GPAI)( Oslin,J.L.,Mitchell,S.A., & 
Griffin,L.L.1998)が提案されたことにより、
技能テストを越えて、生徒がゲーム中に発揮
しているパフォーマンスを評価することが可
能になった。 
これらの研究では、単元レベルでデータが
収集されており、縦断的な研究の蓄積がみら
れない。その結果、発達段階に応じたゲーム
パフォーマンスの評価規準の作成に必要な
基礎的データを提供できていない。 
 
２． 研究の目的 
 本研究の目的は、小学校並びに中学校の児
童、生徒のゲームパフォーマンスを評価する観
点と期待可能な達成基準を作成することを試み
た。 
対象は、中学校の1-2年生のゴール型（バスケ
ットボール、サッカー）、ネット型（ソフトバレーボ
ール、バレーボール）、ベースボール型（ソフトボ
ール）の授業であった。 
 
３． 研究の方法 
つくば市内の中学校3校を中心に研究指定校
として選定した。 指定校での授業に関しては、
単元計画を作成した上で、授業者と打ち合わせ
を重ね、授業に入った。 
技能に関わる学習内容の習得率に関しては、
GPAI並びに学習指導要領に示されたゲームパ
フォーマンスのカテゴリーを踏まえ、ボール操作
の技能とボールを持たない時の動きの二つに大
別して分析を進めた。また、観察者間の一致率
を80%以上とした上で、分析を実施した。 
さらに、撮影された個人のゲームパフォーマン
スを個人別に分析し、単位時間当たりの試行回
数、成功回数並びに成功率を算出し、通過率、
学年間の差異、経年的な変化並びに単元内で
の変容可能性、について確認した。70%を基準と
して達成可能性並びに70%の児童、生徒が通過
可能な達成レベルという観点から、期待できる学
習成果のレベルについて検討した。 
 
４． 研究成果 
4.1 ゴール型ゲームのパフォーマンススタ
ンダード 
 生徒に期待する成功率を 70%とした場合、
パスやパスの状況判断、サポートについては、
男女ともにそれを達成、あるいはおおむね達
成することが可能であった。しかし、シュー
トやキープに関しては、その達成が困難であ
った。また、得点に関連したサポートやパス
についても、70%を達成することは、困難で
あった。 
 単元時数の進行に伴い、パスの成功やサポ
ートのように、70%を超える成功率が期待で   
きるゲームパフォーマンスとシュートやキ
ープのようにしにくいそれがみられた。 
 ゲームの条件や単元進行に伴い、成功率に
は複数の変容パターンがみられた。また、試
行数が極めて少ないゲームパフォーマンス
もみられた。その一因は、状況判断の難度や
設定したゲームのルールに求められること
も示唆された。 
 
4.2 ネット型ゲームのパフォーマンススタ
ンダード 
 レシーブの動作やトスに関する動作、アタ
ックに関する動作等は、設定した 70%の基準
を超え、中学校 1 年生時点から正確に行うこ
とができる。しかし、アタカーの打ちやすい
トスを上げることは、困難であった。 
 また、プレルボールを修正したゲームでは、
中学生のゲームに比べ、トスが安定し、スペ
ースをねらったアタックを打てるようにな
っている。しかし、助走をつけたアタックの
実施は困難であった。ルール設定の重要性と
同時に、上方にボールを投げあげる等、空間
認知に関わる問題の解決が求められる。 
 
4.3 ベースボール型ゲームのパフォーマン
ススタンダード  
 中学 1 年生では判断に関しては、おおむね
の生徒が 70%の達成基準を超えることが可
能であった。しかし、捕球や送球、バックア
ップ等のボールを持たない時の動きやラン
ニングに関しては、70%を達成することは困
難であった。 
 2 年間継続して授業を受けることで向上す
る生徒のゲームパフォーマンスと向上が期
待しにくいゲームパフォーマンスがみられ
た。捕球を除いた走塁、送球、ボールを持た
ない動き（守備）が、それである。打撃に関
しては、ボールをフェァグラウンド内に打ち
返す技能は向上しないことが明らかとなっ
た。要因として，投げてのトスの不安定さが
想定できた。また、「肩越しでのバットの構
え」は、習得が困難であった。なお、2 学年
にわたる単元において、2 年次の単元では、
学習機会が保障された生徒や成功体験が保
障された生徒が増加した。 
いずれの型のゲームにおいても、試行数の
増加がゲームパフォーマンスの改善につな
がる可能性が示唆された。また、使用する用
具によりゲームパフォーマンスに差が見ら
れた。 
総じて、ゲーム中の試行数や成功数を増や
すことを意図した修正されたゲームを活用
することや単元時数確保の必要性が示唆さ
れた。また、個々のゲームパフォーマンスに
応じて期待するパフォーマンススタンダー
ドを設定する必要性も示唆された。 
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